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【 概 要 】 

この製品は、トムソン・カノープス㈱ デジタル・ディスクレコーダー Ｔ２のＧＰＩ

機能を使用し、リモートコントロールを行うスイッチです。 

したがって、Ｔ２のＧＰＩ機能の範囲内に依存致します。 

Ｔ２のバージョン 2.0以降のＧＰＩ機能に対応しています。 

 

【 特 長 】 

  このスイッチは、Ｔ２のＧＰＩ設定をし、スイッチを押す事により動作します。 

  信号は２出力とも同じものが出力します。 

  信号はスイッチを押した時のみ出力します。 

 

【 接 続 】 

  本体とＴ２のＧＰＩ I/Oを付属ケーブルにて接続して下さい。 

 

【 使用方法 】 

① Ｔ２の各設定を行い、Ｔ２が正常に機能している事を確認してください 

② ＧＰＩ入力トリガーを設定して下さい。 

   スイッチ１・・・ＧＰＩ入力トリガー１に対応 

   スイッチ２・・・ＧＰＩ入力トリガー２に対応 

   スイッチ３・・・ＧＰＩ入力トリガー３に対応 

   スイッチ４・・・ＧＰＩ入力トリガー４に対応 

   スイッチ５・・・ＧＰＩ入力トリガー５に対応 

   スイッチ６・・・ＧＰＩ入力トリガー６に対応 

③ 各スイッチを押す事によりＴ２が動作します。 

 

※スイッチを同時に押さないで下さい。不具合の原因となります。 

 

 

 

 

                             



【 設 定 】 

  このスイッチの設定はすべてＴ２にて行います。 

① 電源を投入する。 

② 設定ボタンをタップし、システム設定画面を表示する。 

③ ＧＰＩボタンをタップし、ＧＰＩ設定画面を表示する。 

④ 入力タブの設定を行います。 

ＧＰＩ入力 ・・・・[前へ]ボタン、［次へ］ボタンでＧＰＩ入力トリガーを選択します。 

トリガー設定・・・ ＧＰＩ入力トリガーの設定を行います。 

  チャンネル・・・トリガーがコントロールするチャンネルを選択します。 

          （Ｒ１／Ｐ１／Ｐ２） 

   動 作 ・・・トリガーの動作を選択します。 

          ※ＳＴＯＰ状態でないと動作しないものがあります。 

・ ＳＴＯＰ 

再生・録画を停止します。 

・ ＰＬＡＹ 

  チャンネルにロードしたクリップ・プレイリストを再生します。 

・ ＣｕｅＳｔａｒｔ 

 ロードしたＩＮ点にＣｕｅＵｐします。 

・ ＣｕｅＥｎｄ 

 ロードしたＯＵＴ点にＣｕｅＵｐします。 

・ ＣｕｅＮｅｘｔＥｖｅｎｔ 

 ロードしたプレイリスト上の次のイベントにＣｕｅＵｐします。 

・ ＣｕｅＰｒｅｖＥｖｅｎｔ 

 ロードしたプレイリスト上の直前のイベントにＣｕｅＵｐします。 

     アクティブ・・・アクティブにするＧＰＩ信号を、High、Lowから選択します。 

       ※この設定は必ず High にして下さい。 

 

【 参 考 】 

このスイッチでＴ２の２台（４コンテンツ）同期再生を行う場合の注意点 

・必ずＴ２に同じＲＥＦ信号を２台とも入力し、外部同期を行ってください。 

・Ｐ２をＰ１のペアリングにして、チャンネルを Ｐ１ に設定して下さい。 

    ・各コンテンツは必ず同尺にして下さい。 

 

 

 

 

 

                             


